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レーザー光線と三角柱・導入問題 

１本の線を何等分かする点をつけます。例えば，２等分する点，３等分

する点，４等分する点をつけると，右図のように点が５個つき，線は６本

に分かれます 

では，１０等分する点，１２等分する点，１５等分する点をつけると，

線は何本に分かれますか。 

 

 

 

 

  

最難関問題 

２等分 

３等分 

４等分 
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レーザー光線と三角柱 

 以下の問いに答えなさい。 

（１）図１は，１辺の長さが１㎝の小正三角形を２５個ならべて１辺の長さが５㎝の正三角形にしたもので

す。直線ＰＱは，小正三角形を何個通過しますか。 

 

（２）図２は，１辺の長さが１㎝の小正三角形を（１）と同じ方法でならべて１辺の長さが１６㎝の正三角

形にしたものです。直線ＰＱは，小正三角形を何個通過しますか。 

 

（３）図３のようなすべての辺の長さが１㎝の小三角柱を，底面の正三角形を（１）と同じ方法で並べることで，

図４のような高さ１㎝の三角柱を作りました。さらに，図４の三角柱をつみあげて，図５の高さ１５㎝の三角

柱を作りました。図５の三角柱について，次の問いに答えなさい。 

① 直線ＰＱは，何個の小三角柱を通過しますか。 

② 直線ＰＱが通過した小三角柱だけからなる立体の表面積を求めなさい。ただし，１辺の長さが１

㎝の正三角形の面積は０.４３㎝２とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

最難関問題 
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レーザー光線と三角柱・導入問題 ２８本 

 

分母が１０，１２，１５の真分数の列を考えます。 

１

１０
，

２

１０
，…，

９

１０
 

１

１２
，

２

１２
，…，

１１

１２
 

１

１５
，

２

１５
，…，

１４

１５
 

３つの分数列を比べて，重複するものを除けば点の個数を求めることができます。 

１０と１２の最大公約数は２ですから，約分すると
１

２
になる点，つまりは

５

１０
と

６

１２
で点が重なります。 

１０と１５の最大公約数は５ですから，約分すると
１

５
，

２

５
，

３

５
，

４

５
になる点が重なります。 

１２と１５の最大公約数は３ですから，約分すると
１

３
，

２

３
になる点が重なります。 

点の重なりが７か所あるので，点の数は９＋１１＋１４－７＝２７（個）です。よって，線は２８本に分か

れます。 

 

 

 

 

  

最難関問題 
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レーザー光線と三角柱 （１）８個 （２）２８個 （３）①３６個 ②９０.０８㎝２ 

 

（１）数えれば８個であることはすぐにわかりますが，（２）以降を解くために，観察をしておきましょう。

直線ＰＱは，辺ＢＣと平行な辺によって５等分されます。同様に，辺ＡＣと平行な辺によって２等分，

辺ＡＢと平行な辺によって３等分されます。 

 

 

 

 

 

 

 

   ここで，わかりやすさのために点ＰからＱへ１秒間でレーザービームが届くと考えましょう。途中で

ＢＣと平行な辺と交わるのは
１

５
秒後，

２

５
秒後，

３

５
秒後，

４

５
秒後の４回です。同様に，ＡＣと平行な辺

と交わるのは
１

２
秒後の１回，ＡＢと平行な辺と交わるのは

１

３
秒後，

２

３
秒後の２回です。あわせて，４

＋１＋２＝７（回）辺と交わっています。辺と交わるごとに新しい小正三角形を通過するので，点Ｐが

頂点となっている最初の小正三角形を含めて，７＋１＝８（個）の小正三角形を通過します。 

 

  

最難関問題 
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（２）直線ＰＱは，辺ＢＣと平行な辺によって１６等分，辺ＡＣと平行な辺によって６等分，辺ＡＢと平行

な辺によって１０等分されるので，
１

１６
～

１５

１６
秒後，

１

６
～

５

６
秒後，

１

１０
～

９

１０
秒後に辺と交わります。 

 

 

 

 

 

 

ここで考えておきたいのは，２本以上の辺と同時に交わることはないか，ということです。実際，
８

１６

＝
３

６
＝

５

１０
＝

１

２
ですから，１回だけ３本の辺と交わります。小正三角形の並び方を考えれば，２本以上

の辺と交わる＝３本の辺と交わる，であることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 よって，辺と交わる回数は，１５＋５＋９－２＝２７（回）ですから，２７＋１＝２８（個）の正三角形

を通過します。 

 

別解 １６，６，１０を最大公約数の２で割ると，８，３，５となります。８㎝，３㎝，５㎝の条件で同

様に考えると，７＋２＋４＝１３（回）辺と交わり，１３＋１＝１４（個）の小正三角形を通過するので，

１４×２＝２８（個）です。 

  

最難関問題 
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（３） 

① 図のように，三角柱の４方向の面とそれぞれ何回交わるかを考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  面ＡＢＣと平行な面とは，
１

１５
～

１４

１５
秒後の１４回交わります。面ＢＣＦＥと平行な面とは，

１

１６
 

～
１５

１６
秒後の１５回交わります。面ＡＣＦＤと平行な面とは，

１

６
～

５

６
秒後の５回交わります。面ＡＢ

ＥＤと平行な面とは，
１

１０
～

９

１０
秒後の９回交わります。 

  

最難関問題 
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  同時に面を通過するかどうかは，４つの分数列，
１

１５
～

１４

１５
，

１

１６
～

１５

１６
，

１

６
～

５

６
，

１

１０
～

９

１０
に重

複する分数があるかどうかを考えることできめることができます。１６，６，１０の最大公約数が２であ

ることから，
１

２
秒後に３つの四角形の面を同時に通過します。１５，６の最大公約数が３であることから，

１

３
秒後と

２

３
秒後，１５，１０の最大公約数が５であることから，

１

５
秒後，

２

５
秒後，

３

５
秒後，

４

５
秒後に三

角形と四角形の２面を同時に通過します。 

  よって，１４＋１５＋５＋９－（２×１＋１×６）＝３５（回）三角柱の面か辺を通過するので，３５

＋１＝３６（個）の三角柱を通過します。 

 

 ② 小三角柱１個につき，正三角形の面は２面，正方形の面は３面ありますから，３６個の小三角柱では，

正三角形の面は２×３６＝７２（面），正方形の面は３×３６＝１０８（面）あります。 

３６個の小三角柱は，どのように組み合わされているのでしょうか。直線ＰとＱが小三角柱の面を通

過する場合，２個の小三角柱の面どうしがくっつきますから，１回につき２面分表面積が小さくなりま

す。直線ＰとＱが小三角柱の辺や頂点を通過する場合は２個の小三角柱は辺や点で接するのみですから，

表面積は小さくなりません。 

   
１

２
秒後の１回３つの四角形の面を同時に通過するときと，

１

３
，

２

３
， 

１

５
～

４

５
秒後の６回三角形と四角

形の２面を同時に通過するときは，それぞれ図のように，小三角柱の辺を通過します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このことから，正方形の面を通過する回数は，１５＋５＋９－（２×１＋１×６）＝２１（回）であり，

正三角形の面を通過する回数は，１４－１×６＝８（回）であることがわかります。よって，立体の表

面は正方形が１０８－２×２１＝６６（面），正三角形が７２－８×２＝５６（面）から成ります。 

以上より，１×６６＋０.４３×５６＝９０.０８（㎝２）です。 

最難関問題 


